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内容

（次第）

　（主な意見）

3）閉会

2）議事

　【保津小橋について】

　【山本浜について】
　　　・景観面や親水面を考えると、柵はできるだけ無い、あるいは低いほうが良い。

　　　・休憩のための日陰は作れないか。
　　　・木製のデッキやベンチがあれば良い。

　　　・ゴミが出るBBQなどはエリアを設定して制限して欲しい。

亀岡地区西部自治会　会長
篠町安全・安心のまちつくり推進会議　会長
保津川遊船企業組合　代表理事
亀岡市観光協会　事務局長
京都市立芸術大学　教授

平成25年6月19日（水）　　9:00～11:30
亀岡市役所3階会議室

亀岡市　社会教育課

亀岡市　観光戦略課
亀岡市　土木管理課

公募委員
亀岡市体育協会　

（事務局）

結果

並河課長、柴田担当課長、関口副課長、竹村主査

木下室長、井尻副室長、中主査、竹内技師

1）開会

　○保津川かわまちづくり全体計画（案）について

第6回　にぎわい拠点整備ＷＧの開催結果

○山本浜の計画（案）について、柵の有無、高低及びデザインに関しては、詳細設計をする中で

○保津小橋周辺の整備は、今回出た意見を踏まえて計画案を2～3案作成し、次回（8月前半

　○その他

　　　・映画撮影のことなども考慮し、昭和初期の雰囲気のある整備を目指してはどうか。
　　　・橋の名前や来歴などを示す表示サインがあれば良い。

亀岡市　桂川・道路整備課
京都府南丹土木事務所　河川砂防室

　＜ゴミ問題について＞

　　　・子供が土手滑りなどが出来るようにすれば良い。
　　　・スロープを作って車椅子でも川原に下りられるようにすると良い。

　○保津小橋右岸広場のワークショップについて
　○前回の概要（山本浜の計画（案）について）

　＜休憩施設について＞

　＜橋について＞

　　　・保津小橋は残して欲しい。

　　を予定）に再検討を行う。

　　　・植生は周囲の生態系を重視して決めるのが良い。

   再検討する。

　　　・交通量が増えるなら、安全面での配慮も必要だ。
　　　・駐車スペースの配置は景観の妨げにならないように考慮して欲しい。
　＜駐車スペースについて＞

　　　・カヌーを降りて休憩できる場所を作れないか。
　＜斜面について＞

　　　・テトラポッドを自然石などに変えられないか。



　　　・過度な整備は行わずに、周辺の自然を活かしたい。

　　　・今石（山の中腹）から観た遠景も考慮して整備して欲しい。
　　　・文化的な価値を発信して、重要文化的景観の指定を目指したい。

　＜景観について＞
　　　・ゴミ箱を設置するかどうかも考えたほうが良い。
　　　・テトラポッドにゴミが溜まらないようにできないか。

　＜その他＞
　　　・保津小橋周辺だけに着目するのではなく、保津川まちづくり全体の中での保津小橋の位置づけ
　　　　や役割を考慮して計画を検討していくほうが良い。


